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はじめに
本稿は，2008年６月14日に開催された経済学部同窓会総会において行わ
れた講演を誌面にて記録するために大幅にダイジェストし，原稿という形
に直したものである（本講演自身はそもそも論文として誌面発表する事を
想定していないテーマであった）故，論文としてのフォーマットに欠ける
が，ご容赦いただきたい。
本講演では，同窓会会員向けのテーマとして上記に挙げたように「新聞
紙上にみる環境キーワードの変遷」というものとした。内容は，環境とい
う語の定義から掘り起こし，新聞紙上における検索方法の紹介，過去二十
余年にわたる新聞紙上年間掲載回数の変遷と他の語との比較，最後に近年
急速に掲載回数が増加し始めている新しい環境関連の語をトピックとして
紹介し，今後10年間ほどの環境トレンドの見通しと方向性を占った。
以下，同窓会での本講演の概要を述べる。
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講演概要
１-	環境という語の指し示すもの	
「環境」という語はさほど古い言葉ではなく，本邦において明治時代以降
に形成されたとする説が有力であり，明治以前は「環象」という語で表意
されてきたとも伝えられている。現在の中国語圏で用いられている環境と
いう語は日本から逆輸入されたともいわれている。
環境という語は，読んで字のごとく「自分の周りを取り巻く環い（まる
い）境目」という意味を示しており，「自己を取り巻き，自己に影響を与え
る要素の総称」という定義そのものを体現している。これは本邦のみでは
なく，英語圏，ドイツ語圏においてそれぞれの言語における環境の語意と
も合致する。本邦では上記のように環境という語の示す定義が広範にわた
るため，今日では自然環境，環境保護，環境経済，環境経営，社会環境，
労働環境，教育環境等々のように要素の対象を絞り込むための接頭辞・接
尾辞をつけて表意させる事が多く見受けられるようになってきている。
２-	新聞紙上における語の検索方法
各新聞社では1970年代より，記者の記事原稿の入稿が電子化され，それ
に伴って新聞記事のデータベースも電子化されるようになった。新聞記事
が電子化されデータベース化される事によってそれ以前では多大な労力と
時間がかかっていた記事検索や単語の検索がほぼ瞬時に為されるようにな
った。図1は法政大学図書館のホームページに設置されている各新聞社の
オンライン検索サービスの一覧窓口を示している。
これらの記事検索サービスは有料であり，法政大学多摩図書館では同時
検索可能人数はある程度制限されている。図２は朝日新聞社の記事検索サ
ービス（聞蔵Ⅱ）を示している。
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図１
図２
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図３は実際に「環境」という語が2007年１月１日～12月31日までの１年
間に朝日新聞の朝夕刊に何回掲載されているかを調べた結果を示している。
ここでは2007年の１年間に環境という語は18889件使用されている事が
わかる。
図３
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また目的とする語の掲載回数ばかりではなく目的語の掲載された新聞記
事の個別検索閲覧（図４）も可能であり，実際の記事のPDF書類（図５）
も閲覧できる（こちらが通常の使用法だと思われる）。
図４
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図５
３-	環境という語の年間掲載回数の変遷
環境という語が，前述の調査方法で朝日新聞朝夕刊に年間何回出現する
か調べた結果を，掲載回数のテーブルおよび，グラフとして図６に示した
（以下図６～図８のグラフにおいては縦軸に年間掲載回数，横軸は年を示し
ている）。
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これらの結果から，環境という語の年間掲載回数は1980年代前半までは
２千回ほどであったが，80年代後半から出現頻度が増加しはじめ，1991年
には年間１万回を超え，1997年以降年間２万回（１日平均55回）を突破し，
ピークにおいては2000年に２万３千回（１日に63回！）を超えるに至った。
2001年以降出現回数は緩やかに下降しはじめ，昨年2007年の年間出現回数
は１万８千回に至っている。　
 一方，経済という語についても同様に調査を行い，上記（環境）との比
較を行った結果，80年代前半までは，環境の３倍ほどの年間７千回あまり
で推移し，以降増加し，1989年に１万２千回を超え，失われた10年の不況
の際（1991年～2002年）も年間１万４千回ほど出現し，1998年には年間２
万２千回を超えピークを示した。以降緩やかに減少に転じ，2007年には１
万６千回あまりを示している（図７）。
図６
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図７
以上の調査結果は実験研究とは異なり，検索単語の出現回数という単な
る現象を数値化してみた側面が強いため，安易な解釈は控えるべきである
が，ただひとつ，現代の社会において，環境というキーワードは，1980年
代の助走期間を経て，1990年代後半から経済と同規模，または時として経
済をも上回る頻度で語られるようになったことは伺えるであろう。
４-	近頃のトピック
講演では近年の環境関連のトピックとしてバイオ燃料を取り上げた。
2008年６月にOECD-FAOから発表されたAgricultural Outlook 2008～2017
において今後10年間の穀物市場の価格見通しは高値基調が続くとされて
いる。理由として，
１- バイオ燃料の生産
２- いわゆるBRICs諸国の経済的台頭による食生活の向上（畜肉消費の
拡大）
の２点が挙げられている。
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１については食物用途穀物との競合，２については畜肉生産拡大の結果，
穀物配合飼料の消費拡大が進んでいるためとされている（牛肉を１kg生産
するためには穀物ベースの配合飼料10kg必要とされている）。
これらの予備知識を踏まえ，前述の環境や経済と同様に「バイオ燃料」
および「バイオエタノール」という語について（詳しくは「バイオ燃料」，
「バイオエタノール」両語のOR検索）朝日新聞紙上への出現頻度を解析し
たところ，2000年までは出現頻度が０（ゼロ）であった。ところが，2005
年以降掲載回数が急激に増加し，2007年は年間350回を超え，今年2008年
は５月末までに既に360回を超えている（図８参照）。
図８
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バイオ燃料の功罪は，北海道洞爺湖にて開催された先進国首脳会議（サ
ミット）の中心テーマとなる等，二酸化炭素排出削減の要請とともに，昨
今の穀物価格の急騰の原因とみなされている現在，まさにホットスポット
として注目を集め始めているキーワードである事は明らかであろう。
